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令和６年度　　事後評価シート

当初,2

月補正
事　項 ひめボス宣言事業所魅力化支援事業費 予算主管課 子育て支援課

事　業

概　要

県内企業・事業所が、「男女を問わず選択される魅力的な企業」へと変革・成長し、全ての労

働者にとって子どもを産み育てやすい環境となるよう、県として事業所の取組みを強力に後押

しすることで、人口減少要因の一つである若年女性の転出超過を解消する。

始期 2023

11.1 年 目標値 11.4

終期 2025

Ｋ  P  Ｉ

愛媛県の女性の平均勤続年数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 年 実績値 年

年

実績値 9.3 年 実績値 10.2 年 実績値 10.3 年

年 目標値 11.7 年 目標値 12R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
63,427 千円

最終現計

予算額
77,346 千円

最終現計

予算額

90.4 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
ストック 達成率 91.9 ％ 達成率

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 62,042 千円 決算額 70,752 千円千円 決算額 千円 決算額

６

年

度

要因分析

要因
令和５年度よりリニューアルしたひめボス宣言事業所認証制度における、令和６年度末の基本認証企業数は726社、より高いレベルで実績

を上げた上位認証（スーパープレミアム）企業数は13社となり、性別に関わらず誰もが働きやすく働きがいを持って就業継続できる企業

が県内に広がりつつあり、KPIとしている女性の平均勤続年数は伸びているものの、目標達成には至っていない。これは、根強く残る性別

役割分担意識による女性への家事・育児負担の偏り等が影響し、結婚・出産や子育てを理由として退職や非正規雇用に転換する女性が依然

として一定数存在していることが大きな要因であると考える。

総括

見直し方向性 維持

引き続き、職員やひめボス推進アドバイザーの企業訪問によるひめボス認証事業所の拡大を図るととも

に、令和7年度からは、セミナー等を拡充して認証事業所の取組みを加速化させることとしているほか、え

ひめひめボスナビの活用やジョブカフェ愛ワーク、大学キャリアセンターとの連携、大学祭でのPRなどに

より、若者層への認証事業所の取組み情報を積極的に発信していくことで、更なる制度の浸透を図ること

としている。

Ｋ  P  Ｉ

育児休業取得率(男性)

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 80 ％ 目標値 80 ％目標値 40 ％ 目標値 60 ％

実績値 ％

事　項 ひめボス宣言事業所魅力化支援事業費 予算主管課 子育て支援課

事　業

概　要

県内企業・事業所が、「男女を問わず選択される魅力的な企業」へと変革・成長し、全ての労

働者にとって子どもを産み育てやすい環境となるよう、県として事業所の取組みを強力に後押

しすることで、人口減少要因の一つである若年女性の転出超過を解消する。

始期 2023

終期 2025

％ 実績値 ％

82.7

実績値 49.6実績値 14.3 ％ 実績値 28.5 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
63,427 千円

最終現計

予算額
77,346 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 71.3 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
令和５年度よりリニューアルしたひめボス宣言事業所認証制度における、令和６年度末の基本認証企業数は726社、より高いレベルで実績

を上げた上位認証（スーパープレミアム）企業数は13社となり、奨励金や上位認証の要件に男性育休取得促進を取り入れ、県内企業にお

いても、男性育休への機運が高まりつつあるものの、育休取得職員に係る代替職員の配置が難しい企業もあることや、家事・育児は女性が

担うものという性別役割分担意識が未だ全世代に根強く残っていることから、目標達成には至っていないと考える。

総括

見直し方向性 維持

引き続き、職員やひめボス推進アドバイザーの企業訪問によるひめボス認証事業所の拡大を図るととも

に、令和7年度からは、セミナー等を拡充して認証事業所の取組みを加速化させることとしているほか、え

ひめひめボスナビの活用やジョブカフェ愛ワーク、大学キャリアセンターとの連携、大学祭でのPRなどに

より、若者層への認証事業所の取組み情報を積極的に発信していくことで、更なる制度の浸透を図ること

としている。

決算額 62,042 千円 決算額 70,752 千円

当初,2

月補正
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Ｋ  P  Ｉ

休日の男性の家事・育児時間

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 4 時間 目標値 時間目標値 2 時間 目標値 3 時間

実績値 時間

事　項 家事参画・育休支援事業費 予算主管課 子育て支援課

事　業

概　要

家事シェアの促進や外部資源の活用など、多様な選択肢を取り入れるきっかけを提供

し、家事・育児における社会全体の意識変容を促すことで、女性活躍や仕事と家庭の両

立支援を後押しし、本県における少子化の抑止と人口増加につなげる。

始期 2024

終期 2026

時間 実績値 時間

110

実績値 3.3実績値 時間 実績値 3.4 時間

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
14,553 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 170 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
県においては、家事シェア推進ブックによる啓発やパパ同士の交流イベント等を実施しており、他方、国においては関連法

の改正（育休時の給付金の引き上げ、取得率公表義務の対象企業拡大等）が行われるなど、家事や育児への男性の参画拡大

への取組みが進んでいるものの、休日の女性の家事・育児時間（6.3時間）には及ばず、前年度から横ばいの数字となってお

り、より一層の取組みが必要。

総括

見直し方向性 維持

特設サイトやSNSを活用し、家事参画・育休取得支援への啓発に力を入れるとともに、幅広い層に女性活

躍推進への理解を促進し、社会全体の意識変容を促す。

決算額 千円 決算額 14,043 千円

当初

Ｋ  P  Ｉ

男女の地位が平等と感じる人の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 85 ％ 目標値 85 ％目標値 85 ％ 目標値 85 ％

実績値 ％

事　項 男女共同参画社会づくり推進事業費 予算主管課 子育て支援課

事　業

概　要

県民大会や行政・地域リーダー等のミーティングを実施することで男女共同参画社会づくりを

強力に推進するとともに、「ジェンダー平等」に焦点を当て、教育現場向けの研修を実施す

る。加えて6年度は今後の施策に反映するため県民意識の世論調査を実施する。

始期 2002

終期

％ 実績値 ％

87.8

実績値 74.6実績値 72.9 ％ 実績値 68.8 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
2,026 千円

最終現計

予算額
3,870 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 80.9 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
男女共同参画に関する県民大会等では多くの県民が参加し機運の醸成を図ることができた。また、ひめボス認証企業の拡大

等により県内企業における女性活躍や仕事と家庭の両立支援の機運が高まっているほか、国における男性の育休取得促進に

向けた法改正や男女間賃金格差解消に向けた取組みも加速化しており、KPIは若干上昇傾向にあるが、依然として「社会通念

や慣習・しきたり」や「政治」等の分野においては、男性の方が優遇されていると感じている女性の割合が高い状況は続い

ており、根強く残る性別役割分担意識やアンコンシャスバイアスが影響し目標達成には至っていないと考える。

総括

見直し方向性 維持

男女共同参画社会の実現に向けては、男性の家事育児参画や固定的な性別役割分担意識の解消による一層

の女性活躍の推進が重要であることから、令和６年度に実施した世論調査を基に、令和７年度中に第3次計

画の見直しを図り、各種施策にも反映していくことで、県全体として男女共同参画の推進へ取り組んでい

く。

決算額 1,770 千円 決算額 2,549 千円

当初
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Ｋ  P  Ｉ

ひめボスHP表示回数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 200000 回 目標値 回目標値 回 目標値 130000 回

実績値 回

事　項 ひめボス宣言事業所魅力発信事業費 予算主管課 子育て支援課

事　業

概　要

ひめボス宣言事業所の職場改善等の取組実績を見える化し、認証企業の魅力を県内出身

者や県内学生へ広く周知していくことで、若年層の県内就職を促進するとともに、認証

企業の取組みを加速させる。

始期 2024

終期 2024

回 実績値 回

0

実績値 0実績値 回 実績値 回

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
38,890 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
学生向けポータルサイト「えひめ ひめボスナビ」は掲載企業へのインタビュー取材などに想定外に時間を要し、令和７年３

月21日からの公開となり、有効な数値が取得できていないため。

総括

見直し方向性 維持

ひめボスナビで発信する情報について、企業自身での情報登録はもちろん、企業に直接訪問しての取材対

応も積極的に行い、県内企業の取組みの発信強化を進める。

また、ひめボスナビの活用については、令和７年度から、「ひめボス宣言事業所魅力化支援事業費」に事

項統合し、県内大学での講義や、キャリアセンターとの連携、大学祭等でのPRを行うほか、SNSを活用し

たプロモーションなどにより、若年層への積極的な情報発信を行うこととしており、現時点では見直しは

想定していない。

決算額 千円 決算額 34,278 千円

9月補

正

Ｋ  P  Ｉ

男女共同参画に関する研修等の受講者満足度

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 90 ％ 目標値 90 ％目標値 90 ％ 目標値 90 ％

実績値 ％

事　項 男女共同参画センター管理委託費 予算主管課 子育て支援課

事　業

概　要
男女共同参画センターの指定管理及び事業に要する経費

始期 1987

終期

％ 実績値 ％

107.8

実績値 97実績値 93 ％ 実績値 93 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
83,522 千円

最終現計

予算額
143,743 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 103.3 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
女性人材育成等に関するセミナーや、令和６年３月に策定した県のDV防止・女性支援対策基本計画と連携した研修の拡大な

ど、センターで実施する研修内容を大幅に見直したことから、ニーズに合った効果的な講座が実施できており、KPIは目標を

達成している。

総括

見直し方向性 維持

KPIについては目標を達成しているが、人口減少対策においても、女性活躍推進や男女共同参画社会の実現

は重要であることから、研修内容等について更にブラッシュアップを図り、ニーズに合った効果的な講座

を開催することで、より一層の社会全体の意識変容と機運醸成に取り組む。

決算額 83,489 千円 決算額 142,801 千円

当初,2

月補正


